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第３部 目指す環境像と長期的目標

第１章 長期的目標と取組体系

第１節 長期的目標

「目指す環境像」を実現するために、５つの「長期的目標」を設定します。

～ごみの減量やリサイクルを推進し、限りある資源を大切にする都市～
ま ち

●考え方

廃棄物の発生抑制・減量化の推進や廃棄物の適正な処理の推進など、循環型社会※の

形成や安全・安心の観点からの取組を推進します。

循環型社会の形成Ⅱ

～再生可能エネルギー※の利用や省エネルギーを推進する地球環境にやさしい都市～
ま ち

●考え方

再生可能エネルギーの利用や省エネルギーの推進、環境への負担が少ないグリーン

購入※など、市民や事業者の環境に配慮した日常行動や事業活動を推進します。

脱炭素社会※の構築Ⅰ

～花と緑に囲まれ、健康で快適に暮らせる都市～
ま ち

●考え方

市民の良好な生活環境を保つため、魅力ある景観形成や公害・汚染の未然防止の取

組を推進します。

生活環境の保全Ⅳ

～自然と人が共生し、豊かな恵みを未来につなぐ都市～
ま ち

●考え方

多様な生き物の生育環境や自然とのふれあいの場を保全・創出する取組を進めると

ともに、地域の自然環境や生態系の維持に向けた取組を推進します。

自然環境の保全Ⅲ

～豊かな自然を守り育み、未来につなぐ人材を共に育成する都市～
ま ち

●考え方

恵み豊かな環境を将来世代に継承するため、自然や歴史などの地域資源を活用しな

がら、環境保全のために行動する人づくりに不可欠である環境教育※を推進します。

環境教育の推進Ⅴ
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第２節 取組体系

目指す
環境像

太
陽
と
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
未
来
に
つ
な
ぐ
都
市
「
み
や
ざ
き
」

ま

ち

脱炭素社会※の構築

長期的目標

Ⅰ

生活環境の保全

～花と緑に囲まれ、健康で快適に暮らせる都市～
ま ち

循環型社会※の形成Ⅱ

自然環境の保全
Ⅲ

環境教育※の推進
Ⅴ

Ⅳ

～再生可能エネルギー※の利用や省エネルギー

を推進する地球環境にやさしい都市～
ま ち

～ごみの減量やリサイクルを推進し、

限りある資源を大切にする都市～
ま ち

～ 自 然 と 人 が 共 生 し 、

豊かな恵みを未来につなぐ都市～
ま ち

～ 豊 か な 自 然 を 守 り 育 み 、

未来につなぐ人材を共に育成する都市～
ま ち
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主な取組

①再生可能エネルギー※の利用促進

②省エネルギーの推進

③既存ストックの有効活用

④地域循環・地産地消の推進

①公共交通機関の利用促進

②歩いて暮らせるまちづくりの促進

③自転車の利用環境の向上

④安全な道路空間の創出

①５Ｒ※の推進

②廃棄物の適正な処理の推進

③不法投棄防止対策の推進

①水環境への負荷の低減

②水需要対策の推進

③水源涵養※
かんよう

①自然環境の保全

②森林・農地の保全・活用

①生物多様性※への理解の浸透

②貴重な動植物の保護

①自然とのふれあいの推進

①花と緑の保全・創出

②美しく魅力ある景観づくり

③公園・緑地の確保

④快適な都市空間の確保

①史跡の保存整備と活用

②天然記念物※や史跡、埋蔵文化財の保護

①公害・汚染の未然防止

②ヒートアイランド※対策の推進

③暑熱環境への適応の推進

④自然災害への備えと対応

①人材の育成・活動支援

②多様な主体※と連携した環境教育※の推進

①環境保全活動・環境配慮行動の推進

②市民活動の推進

①環境に配慮した事業活動の推進

②事業者の環境管理意識の向上

①脱炭素製品・サービスの選択

②ライフスタイルの転換

取組の方向性

ごみの減量やリサイクルに取り組むまち

水資源を適正に保全し、有効に活用するまち

エネルギー使用による環境負荷を低減できるまち

環境にやさしいコンパクトなまち

自然環境を守り、次世代につないでいくまち

多様な生き物と人が共存・共生するまち

豊かな自然とふれあうことのできるまち

花と緑が豊かな、快適に生活できるまち

歴史・文化資源を守り、生かし、継承していくまち

安全・安心で健康に暮らせるまち

持続可能な社会※を創る人材を共に育成するまち

環境に関する活動や取組が自発的にできるまち

環境に配慮した社会・経済活動ができるまち

地球温暖化対策のためにできることを一人ひとりが

実践するまち
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第２章 評価指標の設定

第１節 評価指標の位置付け

第三次計画では、市民・事業者・行政それぞれの取組による相乗的な効果を確認するために評価

指標を設定し、達成状況を点検・評価していきます。

第２節 評価指標の種類と評価時期

１ 評価指標の種類と管理

評価指標は、以下に示す「市民満足度」と「施策進捗度」の２種類を設定します。

市民満足度は長期的目標の達成状況を評価するための指標であり、施策進捗度は施策の進捗

状況を評価するための指標です。

したがって、施策進捗度を管理していくことにより、長期的目標の達成を目指します。市民満足

度を管理していくことにより、環境像の実現を目指します。

２ 評価時期

両指標とも、令和２年度、令和４年度、令和６年度の目標値を設定します。

また、施策進捗度については各年度の実績値を集約し、原則として、各年度の目標値と比較する

ことで達成状況を評価します。

長期的目標

取組の方向性

市民満足度

施策進捗度

取組の実施

評価指標

評価指標

アウトプット

アウトカム

環境像の実現

目指す環境像 市民満足度

「目指す環境像」の実現に向けた長期的目標
の達成状況（成果）を評価するための指標

（アウトカム指標）

◆アンケートによる市民満足度

施策進捗度

長期的目標の達成に向けた施策の
進捗状況（実績）を評価するための指標

（アウトプット指標）

◆事業量や活動量、基準達成率など

評価指標の階層

３年後

５年後目標値

７年後

中間見直し

▼

H30 年度

（2018）

R 元年度

（2019）

R2 年度

（2020）

R3 年度

（2021）

R4 年度

（2022）

R5 年度

（2023）

R6 年度

（2024）
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３ 評価指標（一覧）

「長期的目標」及び「取組の方向性」ごとに整理した評価指標（市民満足度、施策進捗度）の一

覧です。

エネルギー使用による

環境負荷を低減できるまち

●太陽光発電設備導入容量(10kW 未満)

●松橋駐車場、第四庁舎駐車場の公用車の次世代自動車※台数

●施設園芸における燃油使用削減量

●建築物省エネ法届出率(300 ㎡以上)

●小・中学校のトイレの洋式化率

●簡易堆肥施設等を整備している畜産農家の割合

●天然ガス利用率(自然休養村※センター)

●学校給食における地場産物の使用割合

●消化ガスの発生量(大淀処理場)

●乾燥肥料の生産数量(宮崎処理場)

長期的目標Ⅰ 脱炭素社会※の構築

環境にやさしい

コンパクトなまち

●主要バスターミナル※等における路線バス乗降客数

●道路改良事業による電線共同溝整備路線累計延長

●自転車通行空間の整備路線延長

●不適合物件や不法占用物件の是正(改善・撤去・申請)件数

市
民
満
足
度

地球温暖化対策のために

できることを一人ひとりが

実践するまち

●市域から排出される二酸化炭素※(運輸部門)削減率

●市役所から排出される温室効果ガス※削減率

●市域から排出される温室効果ガス削減率

●環境に関する啓発イベント参加者数

施
策
進
捗
度

■省エネルギーの推進

■地球環境にやさしいまちの形成

ごみの減量やリサイクルに

取り組むまち

水資源を適正に保全し、

有効に活用するまち

●公共用水域環境基準※(BOD※)達成率

●浄化槽※の法定検査受検率

●生活排水処理率

●水道管路(口径 150mm 以上)耐震化率

●植林面積

長期的目標Ⅱ 循環型社会※の形成
■廃棄物対策とリサイクルの推進

■水資源の有効活用

■水質の保全

●市民 1人 1日あたりのごみ排出量

●再生利用率（リサイクル率）及び最終処分率

●ごみ減量アドバイザーの派遣回数(累計)

●生ごみ処理機器の補助・支給件数(累計)

●学校給食の生ごみリサイクル率

●産業廃棄物※処理業者への立入検査率

●建築リサイクルパトロール実施率

●農業用廃プラスチックの不法投棄件数

市
民
満
足
度

施
策
進
捗
度
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長期的目標Ⅲ 自然環境の保全

自然環境を守り、

次世代につないでいくまち

多様な生き物と人が

共存・共生するまち

豊かな自然と

ふれあうことのできるまち

■自然環境の保全と活用

■生き物の保護とふれあいの確保

■水辺環境の保全と活用

●森林ボランティア参加者数

●緑の保全地区総面積及び郷土の名木指定本数

●市民農園の設置区画数

●多面的機能支払交付金事業に取り組む組織数

●遊休農地率

●ホタル保護河川総延長

●多自然川づくり※工法による護岸整備・改修延長

●野生動植物の重要生息地

●子ども自然体験活動参加者数

施
策
進
捗
度

市
民
満
足
度

長期的目標Ⅳ 生活環境の保全

花と緑が豊かな、

快適に生活できるまち

歴史・文化資源を守り、

生かし、継承していくまち

安全・安心で健康に暮らせるまち

■緑の保全と緑化の推進

■快適な公共空間の確保

■美しい街並みの創造

■歴史・文化資源の保全と活用

●市庁舎の緑化率

●花と緑の推進事業参加者数

●農村景観保全活動の支援を行う地区数

●日南海岸沿道修景保全活動回数

●市民１人あたりの都市公園面積

●道路改良事業による植樹帯・植樹桝整備路線延長

●大気環境基準※達成率

●アスベスト除去現場への立入検査実施率

●自動車騒音測定における環境基準達成率

●ダイオキシン類※の環境基準達成率

●緑化総創出面積

●熱中症予防対策における休息所施設数

●宮崎市防災メール登録者数

●自主防災組織の結成率

●整備済みの史跡公園箇所数（累計）

●地域の文化財保存会等への文化財の保護管理委託件数

市
民
満
足
度

施
策
進
捗
度

長期的目標Ⅴ 環境教育の推進

持続可能な社会※を創る人材を

共に育成するまち

環境に関する活動や取組が

自発的にできるまち

環境に配慮した社会・経済活動が

できるまち

■環境教育※の推進

■市民参加の推進

■環境に配慮した事業活動の促進

●環境学習指導者養成講座修了者数（累計）

●大淀川学習館の利用者数

●環境学習パートナー※派遣回数

●特色ある環境活動の実施学校数

●｢環境美化の日｣と｢市民一斉清掃｣への参加自治会の平均割合

●青島・日南海岸の清掃活動回数

●環境に関する事業を実施する地域まちづくり推進委員会数

●市民活動支援補助金申請団体のうち環境活動を行う団体数

●花いっぱい推進事業参加団体数

●環境保全型農業※の取組者数及び取組面積

●海面及び内水面への種苗放流回数

●開発許可申請に対する指導・助言率

●みやざきエコアクション認証登録事業者数（累計）

市
民
満
足
度

施
策
進
捗
度


